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NY マーケットレポート（2018 年 5 月 15 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、序盤に発表された米小売売上高が市場予想と一致したが、前月結果が上方修正されたことに加え、NY 連銀製造業

景況指数が市場予想を上回ったことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。また、米 10 年債利回りが 2011 年

以来の高水準に達したことも加わり、ドル/円は一時 2/2 以来の高値を付けた。しかし、北朝鮮が 5/16 予定の韓国との閣僚級会

談をキャンセルしたとの報道に加え、株価が軟調な動きが続いていたこともあり、ドル円・クロス円は終盤やや上値の重い動き

となった。 

 

 

主要な米経済指標結果 

 

4 月小売売上高（前月比） 0.3％（予想 0.3％・前回 0.6％⇒0.8％） 

4 月小売売上高[除自動車]（前月比） 0.3％（予想 0.5％・前回 0.2％⇒0.4％） 

 

4 月の米小売売上高は、前月比+0.3％の 4975 億 5900 万ドル（約 54.8 兆円）となり、前年比は+4.7％となった。自動車・同部

品の販売が+0.1％、ガソリンスタンドは+0.8％、家具や食品に加え、インターネット通販も増えた。変動が大きい自動車・同部

品を除く売上高は+0.3％、前年比では+4.8％となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 
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5 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 20.1（予想 15.0・前回 15.8） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

米要人発言 

 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・FOMC にとって適切なのは中立に向けた行動 

・2大責務の両方が基本的には達成されつつある 

・景気を押し上げず、抑制もしない自然利子率は 2.5-3％近辺と想定 

・利回り曲線がフラット化している現状を理解する手助けになる 

・自然利子率に達した後でも一段の行動が望ましいかどうかは、向こう 1年、1年半かけて決定しなくてはならないだろう 

 

 

クドロー・米国家経済会議（NEC）委員長 

 

・ZTE は規制執行の問題、貿易とは別 

・貿易戦争の懸念、トランプ大統領ではなく中国に責任 

・NAFTA 合意なら米は貿易で協調できることを証明 

 

 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・今年 3-4 回利上げ、金融政策の正しい方向 

・2019-20 年に追加利上げの FOMC 予測を支持 

・2018 年、19 年の米経済成長率は 2.5％程度を予想 

・米金融当局は適温経済を維持しようとしている 
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ダウ平均株価は、9営業日ぶりに反落 

 

米株式市場は、米長期金利が一時、約 6 年 10 カ月ぶりの高水準となったことで企業の金利負担増への警戒感が強まり、主要株

価は序盤から軟調な動きとなった。また、米中の貿易問題を巡る協議が難航するとの懸念も圧迫要因となった。ダウ平均株価は、

序盤から軟調な動きとなり、一時前日比 270 ドルまで下落し、9営業日ぶりに反落となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

5 

ドル/円は、終値ベースで2/2以来の110円台維持 

 

米小売売上高は、前月比で市場予想と一致したが、コアが予想を下回る結果となった。ただ、前月結果が上方修正されたことや、

同時に発表された NY 連銀製造業景況指数が市場予想を上回ったことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。

そして、米 10 年債利回り 3.09％まで上昇し、2011 年以来の高水準となったことも加わり、ドル/円は一時 2/2 以来の高値を付

けた。しかし、北朝鮮が 5/16 予定の韓国との閣僚級会談をキャンセルしたとの報道に加え、株価が軟調な動きを続けていたこ

ともあり、ドル円・クロス円は終盤やや上値の重い動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


